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 報告は、セッション 1 で総論、セッション 2 で経済分野、セッション 3 で社会分野、セッショ
ン 4 で環境分野と分けられていたが、テーマ上特に統一性のあったのはセッション 4 であり、
ここでは茨城大学とベトナム国家大学ハノイの研究者による、海岸浸食防止のための共同研究
を相互に報告するものであった。その他のセッションでは、日本側報告の配置の点などにも一
因があったと思うが、統一性にばらつきが見られた。その意味では、われわれの報告がセッショ
ンにどれだけ寄与できたか、心許ないところがないわけではない。とはいえ、このような研究
交流が専修大学社会科学研究所とベトナム社会科学院東北アジア研究所との良き研究交流関係
のために何らかの役割を果たせたのであれば幸いである。 
 このセッションに先立って、主催側から事前にペーパーを求められていた。それらはベトナ
ム社会科学院の側ですでにベトナム語に翻訳され、公刊されることになっている。一方、われ
われのオリジナル原稿の方は、今回『月報』に掲載をお願いした。以下のものがそれである。 
文責：村上俊介 
